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研究目的
極端な沿岸災害
から国土を守る

どこで?
強度は?
頻度は?
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研究アプ
ローチ

基礎から
応用をカバー

.02

沈み込み帯

台風

運動量・熱輸送
吹送流・海洋混合

沿岸災害のリスク評価

発達
伝播過程

浸水
被害

断層破壊過程
津波生成

台風
大気・海洋・波浪

相互作用



注目研究1

世界をリードする

気候変動予測
研究

.03

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）等にも貢献



注目研究2

日本のための

津波研究

.03



1. キロ～メソスケール（1-1000km程
度）の沿岸災害（＋台風）を扱い
ます．
km to meso scale coastal problem

2. 科学と工学をつなぐ自然現象の理
解とその応用に力を入れています．
Bridge between science and engineering

3. 10年後に役に立つ世界を代表する
研究を目指しています．
Top level research targeting 10yrs future

モットー

.04



待ってます
E-206D

JR/Keihan Station

Here 2F

E棟３F→２F
・エレベーター３基
・階段３箇所

それぞれ１つが正解

Shuttle
Bus

Steps

E-206D(学生部屋)
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